
熊本地震からの復旧、復興に向けて

▲ 平成28年7月7日 熊本地震後初の入港（八代港）

九州地方整備局
平成28年10月



○ 前 震
発生日時：４月14日（木）21時26分

震 源 地 ：熊本県熊本地方（北緯32°44、東経130°48）

震源の深さ：11km

地震の規模：マグニチュード6.5

＜各地の震度＞

震度７ 益城町

震度６弱 玉名市、西原村、宇城市、熊本市

平成28年熊本地震の概要

○ 本 震
発生日時：４月16日（土）01時25分

震 源 地 ：熊本県熊本地方（北緯32°45、東経130°45）

震源の深さ：12km

地震の規模：マグニチュード7.3

＜各地の震度＞

震度７ 西原村、益城町

震度６強 南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町

宇城市、合志市、熊本市
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１）地震の概要（前震・本震：発生日時、震源地、震度分布等） 出典：気象庁発表資料

4月16日01時25分
M7,3 最大震度7

4月14日21時26分
M6.5 最大震度7
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２）被災状況写真

平成28年熊本地震の概要



【菊陽町】
道路被災等調査

【益城町】
河川・道路被災等調査

【阿蘇市】
道路、河川、砂防被災
等調査

益城町
西原村

大津町

菊池市
阿蘇市

南阿蘇村

【甲佐町】
道路被災等調査

甲佐町

【ヘリ調査】
被災地上空調査

【南阿蘇村】
砂防、道路
被災等調査
機械支援

橋梁点検

【御船町】
河川・道路・橋梁
被災等調査

【熊本市】

道路、河川、砂防、
建物被災等調査

御船町

熊本市

【熊本県内】
機械操作、建物、撮影、
情報通信等

【災害対策本部】
TEC指令、連絡調整等

【熊本港】
港湾被災
等調査

【八代市】
河川被災
等調査

【菊池市】
道路（トンネル）、砂防
被災等調査

山鹿市

【嘉島町】
道路、河川被災等調査

【宇城市】
道路・砂防被災等調査

【山鹿市】
河川被災等調査

【宇土市】
道路、砂防、庁舎応急
対策、建物被災等調査

宇土市

八代市

宇城市

産山村

菊陽町

【山都町】
河川、砂防
被災等調査

合志市

山都町

【合志市】
道路被災等調査

【西原村】
砂防、道路被災等調査

嘉島町

【大津町】
道路、砂防被災等調査

○ 北は北海道から南は沖縄まで、全国からTEC-FORCE等約440名（４月22日時点）が集結し、被災
地の支援活動を展開、河川・砂防・道路など、様々な分野において、被災状況調査等の技術的
支援を実施。

【産山村】
砂防被災
等調査
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TEC-FORCE等の活動内容 （全体）



志布志港

三角港

宮崎港

大分港

博多港

細島港

フェリー

別府港

臼杵港

佐伯港

北九州港

多比良港

島原港

口之津港

八代港

熊本港

インフラ復旧支援車
災害支援物資等受入港

①

②

③

○ 港を活用して、災害派遣隊や支援物資、電気・水道・ガスのインフラ復旧支援車両等を輸送。
○ 迅速な救急救命活動や復旧活動に向け、広域的な都市間の連携をはじめ、港湾・空港と高規格
幹線道路ネットワークの接続が重要。
⇒ 大規模災害への対応は、陸・海・空による広域的な連携が重要。

熊本地震
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フェリー

フェリー

整備局所有船

熊本地震における広域連携の事例



ガソリンを大分から熊本へ

国道５７号滝室坂

国道57号大分ルートの活用

平成24年7月
九州北部豪雨により被災

平成26年3月 本復旧完成 大分の製油所

国道57号滝室坂熊本
市街地

■ガソリン輸送ルート

○ 熊本県で消費される石油製品（ガソリン等）の多くが大分県から国道57号を活用し運搬。
○ H24年7月に九州北部豪雨で被災した滝室坂地域においてはH26年3月に土砂崩壊対策が完了。
熊本地震においても通行止めとなることなく、被災地へのガソリン等の運搬が可能となる。

土砂崩壊対策

■被災後 ■復旧後

落石対策

■落石対策として設置し
た洞門（ロックシェッド）
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至：熊本市



○ 平成28年7月1日（金）九州地方整備局に「熊本地震災害対策推進室」を設置しました。
推進室の設置により、甚大な被害を受けた道路や河川の早期復旧、大規模な斜面崩落箇所の緊
急工事等を加速していきます。

熊本地震災害対策推進室の業務
① 白川・緑川の本復旧、
② 阿蘇大橋地区直轄砂防、国道57号現ルート
③ 国道57号北側復旧ルート
④ 阿蘇大橋（国道325号）（権限代行）
⑤ 県道俵山ルート（権限代行）
⑥ 村道（権限代行）
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平成28年7月1日 『熊本地震災害対策推進室』 始動



○ 堤体の変状が軽微な箇所については、ひび割れ補修等の応急対策を実施し、比較的変状が大き
かった11箇所については、24時間施工により緊急的な復旧工事を５月９日までに完了させた。

○ 本格的な復旧については、専門家からなる緑川・白川堤防調査委員会の意見を踏まえ、平成29
年梅雨期前までの完成を目標に取り組んでいる。

緑川右岸１１ｋ８００付近 （嘉島町）

堤体の変状
緊急復旧状況

完
了

緊急的な復旧

本格的な復旧

（河川①） 本復旧に向けて

堤体の全範囲切返し 

砂質土 

盛土 

地盤改良 

ドレーン工 

粘性土 

（変状の程度が大きい場合）

堤体全体の切返しを基本に、土質等を確認し
必要に応じドレーン工、地盤改良工を実施

緊急復旧工事
（必要に応じ実施済）
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白川

緑川

加勢川

御船川

：亀裂、護岸崩壊 等

：沈下

凡 例

堤防損傷（緑川左岸8k400付近）
熊本市南区富合町上杉

堤防損傷（白川右岸0k150付近）
熊本市西区小島下町

堤防損傷（加勢川左岸9k400付近）
上益城郡嘉島町鯰

堤防損傷（御船川右岸2k600付近）
上益城郡御船町小坂

○ 変状のあった堤防の本復旧工事に、8月より着手。（本復旧事業費：約74億円）

○ 本復旧工事は、平成29年の梅雨期前までの完成を目標に進めます。

○全体事業費：約７４億円
○主な事業内容：
【白川】 １２箇所（L=約１８ｋｍ）C=約21.6億円
【緑川】 ４０箇所（L=約２７ｋｍ）C=約52.6億円

災害復旧事業の概要

白川工事着手（8月7日）
熊本市西区蓮台寺町

（河川②） 本復旧に着手
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（河川③） 緑川・白川堤防の本格的な復旧工事に着手

○ 熊本地震で被災した緑川・白川堤防の本格
的な復旧工事に着手しました。

● 白川堤防の復旧工事着手 8月 7日（日）
● 緑川堤防の復旧工事着手 8月27日（土）

○ 復旧工事の着手にあわせ、報道関係者や近
隣住民の方へ事業や工事の説明会を開催。

【緑川の復旧工事状況】【緑川の復旧工事状況】

H28.9.30撮影

H28.9.29撮影

【白川の復旧工事状況】【白川の復旧工事状況】

【今後の予定】
○緑川（上杉地区） 10月末：堤防開削 11月末：地盤改良
○白川（蓮台寺地区）11月中旬：堤防開削 11月末：地盤改良
※今後の天候等により、上記時期は変更の可能性があります。 9

【緑川 工事概要説明会】【緑川 工事概要説明会】



黒 川

①斜面崩壊箇所上部の状況
②河道部の状況

①

②

国道５７号

ＪＲ豊肥本線

国道325号阿蘇大橋

国道325号

崩壊幅
約 200 m

崩壊長
約 700 m

③捜索支援および土砂撤去状況

捜索実施状況

③

土砂撤去状況

至
熊
本

至宮崎

至
大
分

黒
川

国道57号

国道325号

（砂防①） 国道57号現ルート、ＪＲ豊肥線

斜面崩壊箇所上部でクラックを確認
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（砂防②） 阿蘇大橋地区 大規模斜面崩壊

○ 平成２８年熊本地震により発生した阿蘇大橋地区の大規模な斜面崩壊について、斜面上部に残
る多量の不安定土砂の崩落による二次災害を防ぐための緊急的な対策工事を実施しています。
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（砂防③） 進捗状況
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【今後の予定】
平成２９年1月頃より有人施工が可能となる見込み
※今後の天候等により、上記時期は変更の可能性があります

• ラウンディングの施工計画は、これまでの施工実績を基に、現地状況や試験施工の実績を踏まえて設定した。
• 今後の台風、秋雨や冬場の降雪等の影響によっては、計画どおりの進捗が図られない可能性がある。

土留盛土工の全景（対岸より望む） ＜復旧予定＞

土留盛土工の造成（熊本側より望む）

頂部のラウンディング状況
（高所法面掘削機での施工）

土留盛土工の無人化施工状況
（操作室の様子）
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熊本地震に伴う「土砂災害危険箇所 緊急点検結果」

Ｖ

○点検対象箇所
震度６強以上を記録した１３市町村を中心に、
緊急度の高い危険箇所 １，１５５箇所

○調査内容
・河道閉塞や崩壊、地すべりの発生状況
・渓流内における不安定な土砂、流木の堆積状況
・人家周辺の斜面の変状（崩壊の発生等）
○４月２８日に、知事・市町村長等へ結果を報告
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土砂災害に対する災害関連緊急事業
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被災状況

作業状況（土砂撤去）山王谷川地区 〔阿蘇郡南阿蘇村河陽〕

立野川地区 〔阿蘇郡南阿蘇村立野〕

被災状況

応急対策完了（土のう設置）

【砂防事業／補助】 土砂災害箇所の応急対策工事状況

応急対策完了（土のう設置）

警戒避難措置完了（ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ設置）

土のう設置

ﾜｲﾔｰｾﾝｻ－設置

土のう設置土のう設置
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災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業・災害関連地域防災がけ崩れ対策事業の採択要件の緩和



（主）熊本高森線
（県道２８号）

熊本港

阿蘇山

熊本都市圏

国道 ５７号：熊本都市圏と大分都市圏を結ぶ道路

県道 ２８号：南阿蘇地域と熊本都市圏を結ぶ道路
八代港

長洲港

熊本空港

至：大分県

至：宮崎県

このイメージは、現在表示できません。

国道３２５号：熊本都市圏と宮崎県北地域を結ぶ道路
（阿蘇地域の南北間を結ぶ道路）
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（道路①） 阿蘇地域周辺道路の役割（国道57号、325号、県道28号）
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主要地方道 熊本高森線(県道28号)

(復興法に基づく権限代行：L=約10km)

（道路②） 今後の復旧に向けて（大津町・西原村・南阿蘇村周辺広域図）



黒 川

①斜面崩壊箇所上部の状況 ②河道部の状況
①

国道57号

JR豊肥本線

国道325号阿蘇大橋

国道325号

崩壊幅
約200m

崩壊長
約700m

③捜索支援・土砂撤去状況

捜索実施状況

③

土砂撤去状況

至
熊
本

至宮崎

至
大
分

黒
川

国道57号

国道325号
斜面崩壊箇所上部で
クラックを確認
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②

（道路③） 国道57号 現ルート、JR豊肥線
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（道路④） 国道57号 北側復旧ルート
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（道路⑤） 国道325号 権限代行（阿蘇大橋架替位置と形式）
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県道を補修中

22

6/29より補修工事着手

俵山ﾄﾝﾈﾙ(延長2,057m)

桑鶴大橋(延長160m)

（道路⑥） 県道熊本～高森線 権限代行

9／12より補修工事着手

トンネル及び村道(旧道）を活用して年内の東西方向の交通確保を目指す。

トンネル覆工補修 完了



南阿蘇村
中心部

至

熊
本
市

至 宮崎

至 大分

平成２９年夏開通

長陽大橋ルート

（応急復旧）

南阿蘇村
立野地区

阿蘇大橋
架け替え位置

阿蘇大橋落橋

阿蘇長陽大橋 戸下大橋

阿蘇長陽大橋の被災状況

橋台沈下

戸下大橋の被災状況

落橋区間

（道路⑦） 村道栃の木～立野線 権限代行
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（道路⑧） ミルクロード冬季対策及び強化対策

◆強化対策

ふたえのとうげ
二重峠交差 左折レーン設置

道路監視カメラ 22基、道路照明灯22基、距離標、
視線誘導標、仮設トイレ4箇所、路面標示、視線誘導標設置 約14 ㎞
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（道路⑨） 道路復旧の進捗情報 HP掲載



○被災自治体の復興支援を行うため、
「熊本復興まちづくり・住まいづくり支援チーム」を設置（5月30日設置、6月6日拡充）

26

（まちづくり①） 熊本復興まちづくり・住まいづくり支援
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≪これまでの活動内容≫
○ １２自治体に対し、延べ３６回の会議を開催し、『事業メニューの相談・復興計画策定に関する
助言・意見交換・県を含む関係機関との情報共有等』を支援。【平成28年9月30日現在】

≪現在の被災自治体の状況≫
○ 16自治体において、4,303戸の応急仮設住宅の建設に着手。（うち4,155戸完成）

【平成28年10月19日現在】
○ 今後、各自治体においては被災状況や住民アンケート等を踏まえ、具体的な「まち」や「住まい」
の復興に向けた計画策定・事業の検討が本格化。

≪今後の活動内容≫
○ 各自治体の具体的な復興事業に関して、手続きや事業内容等について助言や情報提供を実施予定。

阿蘇市との現地調査状況御船町との現地調査状況 西原村との打合せ状況



熊本城公園復旧推進調整会議
構 成 員

熊本市：経済観光局 観光交流部
文化・スポーツ交流部

都市建設局 土木部
熊本県：教育委員会

土木部 道路都市局
文化庁：文化財部
国土交通省：都市局

九州地方整備局 建政部

（まちづくり②） 熊本復興まちづくり・住まいづくり支援

○ 平成28年熊本地震により甚大な被害を受けた熊本城公園の早期復旧のため、熊本市、熊本県、

国（文化庁、国土交通省）の関係機関による実務レベルでの連絡調整の場を設け今後の復旧に

係る連絡調整の円滑化を図ることを目的とした「熊本城公園復旧推進調整会議」を開催。

（第１回：5月12日、第２回：6月6日、第３回：7月11日、第４回：9月5日、第５回：10月11日）

○ また、熊本城復旧班として関係機関との連携・情報共有を行うため、定期的に熊本市と意見交

換し復旧に向けた助言や情報提供を６月２日に第１回の会議を行い、現在まで１１回程度実施

している。

■「熊本城公園復旧推進調整会議」の開催

○ 熊本市長が７月２６日の定例記者会見において、熊本城復旧の基本的な

考え方について発表。

１．基本的な考え方

（１）復興シンボルである天守閣の早期復旧を目指す

（２）文化財的価値を損なわない丁寧な復旧を進める

（３）復旧過程の段階的公開を行い、観光資源としての早期再生を図る

（４）耐震化など安全対策に向けて最新技術も取り入れた復旧手法の検討を行う

（５）“100年先の礎づくり”として未来の復元整備へ繋がる復旧を目指す

２．当面の熊本市としての行動方針

建造物の倒壊防止等の緊急対策事業や文化財的価値の損失を防ぐ石垣・重要文

化財建造物等の部材の保全事業などに引き続き取り組みつつ、今後の復旧に向け

、年内を目処に基本的な考え方を具体化した基本方針を定めたうえで、石垣・重

要文化財建造物及び復元建造物の復旧手順や工法、復旧過程の公開等の施策につ

いて、平成２９年度までに「熊本城復旧基本計画」を策定する。なお、着手可能

な部分から復旧工事に早期着手する。 27



（まちづくり③） 熊本城の復旧

熊本地震で大きな被害を受けた熊本市の観光
シンボルである熊本城は、復旧へ向けて着々と
工事等の進捗を図っているところである。

○ 天守閣復旧のための仮設スロープの設置
９月に天守閣へ上がるための園路（頬当御
門周辺）に崩落した石垣の撤去工事を開始
し、仮設スロープ設置を実施する予定。

○ 熊本城の飯田丸五階櫓の緊急工事完了
「飯田丸五階櫓」の倒壊を防ぐ緊急工事が
完了した。今後も櫓の復旧工事に向けた取
り組みを実施する予定。

28

石垣の移設作業石垣の移設作業
鉄骨スロープ設置

平左衛門丸～本丸

櫓の緊急工事完了櫓の緊急工事完了

頬当御門石垣崩壊状況
28



（観光支援①） 割引付旅行プラン助成制度

○ 九州の観光復興をいち早く遂げるため、政府一丸となって「九州の観光復興に向けての総合支

援プロジェクト」をとりまとめた。

○ この取組として、「九州観光支援のための割引付旅行プラン助成制度」を実施しています。

【割引率】第１期販売 7-9月：熊本県・大分県 最大70% 、上記以外の5県：最大50% 

第２期販売 10-12月：熊本県・大分県 最大50% 、上記以外の5県：最大40%

出典）一般社団法人
九州観光推進機構
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○ 熊本地震の被災地をはじめとした九州の観光振興を図るため、７月１５日（金）から１２月
１８日（日）の間、高速道路の割引を実施します。

（観光支援②） 九州の高速道路 観光周遊割引

【概要】
○ 利用期間
平成２８年７月１５日（金）
～ １２月１８日（日）

○ 対象車両 （ＥＴＣ車）
普通車及び軽自動車等

○ 内 容
【九州エリア乗り放題プラン】
（九州の高速道路が定額で最大３日
間乗り放題他）
【往復料金セットプラン】
（発着エリアからの１往復と九州周
遊エリア最大４日間乗り放題）
※ 山口、広島・島根、岡山・米子、
四国、兵庫・大阪発着エリア
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○ 九州地方整備局では、九州の代表的な観光である阿蘇地域への通行可能な道路を示した「阿蘇
地域アクセスルートマップ」を公表しています。このマップは、九州地方整備局のホームペー
ジに掲載している他、「道の駅」、高速道路のサービスエリアやパーキングでも入手できます。

南阿蘇村(2016.4.20)

１週間で復旧完了
（国道４４３号益城町寺迫地区）
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（観光支援③） 阿蘇地域アクセスルートマップ

益城町（2016.4.20）



○ 熊本地震の被災地の観光振興を図るため、国土交通省港湾局・九州地方整備局が熊本県、八代
市等と連携しクルーズ船の誘致活動を実施。

○ ７月７日に熊本地震後初めて八代港にクルーズ船が入港した。今後も関係機関が連携して、受
入環境や誘致活動の充実を図っていく。

○ 平成２９年は、八代港へ７０回の寄港が予定されており、熊本地震の復興の象徴としても、八
代港への大型クルーズ船の寄港要請に適切に対応できるよう、防弦材、係船柱の整備を推進す
る。

（観光支援④） クルーズ船の誘致活動と受け入れ環境の推進

▲ 平成28年7月7日 熊本地震後初の八代港への入港

▲くまもんもお見送り

▲受け入れ環境の整備

平成27年１０回（実績）

平成29年７０回（予定）

八代港クルーズ船寄港
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【その他】 防災意識の醸成

【防災パネル展】 場所：天神地下街イベントコーナー

【防災パネル展】 九州各地で防災パネル展を開催

自治体や大学など、様々な場所で広報活動
33


